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出穂後の栽培管理をしっかりと 

)) 

活力ある根を維持するためには 

①適切な窒素量 でんぷんを生み出す光合成

は葉緑素によって行われるので、出穂後に黄色

い葉がないよう出穂前の追肥がポイントです。

生育期に高温が続いた場合には一発肥料でも

追肥の検討が必要になる場合があります。 

②根の活性維持 根の活性を高く保つために

は酸素の供給が必須。間断灌漑やかけ流しによ

り酸素供給を高めましょう。 

③資材による対策 出穂 40 日前のケイ酸加里

施用、出穂 10～20 日前のフジワン粒剤施用で

根張りの促進ができます。 

―ＴＡＣ information―  

温度に敏感な早生種は、今年は平年より 1週間

以上早く出穂しました。温度の影響を受けにくい

ヒノヒカリなど晩生でも若干出穂が早まる傾向

にあります。 

出穂後の管理は、高温の場合、特に夜間温度が

下がらない場合は、日中に蓄えた同化養分が消耗

し、白未熟粒や厚みに欠ける充実度の低い玄米が

発生します。 

同化養分の生産に必要な日中の光合成を最大

にするには、水分欠乏で気孔が閉じないよう根の

活性を高めておくことが必要です。 

 写真は、長岡京市内の水稲圃場で、

酒造好適米「祝」です。 

 高温の影響を受け、出穂時期が早ま

ると思われましたが、昨年とほぼ同時

期となりました。 

乙訓地区のキヌヒカリ（8月 13日） 

今夏 1ケ月間の最高・最低気温（℃、京都市） 



 

 


